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学校教育課学力向上推進室

第2学年「さんかくやしかくの形をしらべよう」

変 え る ！ 高 め る ！ つ な げ る ！ 高 知 の 未 来 を 創 る

No.２

公開授業の案内や申し込み・レポートは，

高知市教育委員会 学校教育課のHPを

ご参照ください。

その他のレポートも多数掲載！

「高知の授業の未来を創る推進プロジェクトにおける『算数科・数学科 授業づくり講座』」では，

学習指導要領の趣旨を踏まえた，授業づくりの在り方を学ぶため，拠点校を会場に教材研究会と

授業研究会をセットにして実施しています。今回は，潮江南小学校を会場とする第３回【教材研究

会】（11月19日実施）第４回【授業研究会】（12月10日実施）での学びの様子を合わせて紹介します。

第３・４回授業づくり講座 拠点校：高知市立潮江南小学校

令和３年度「算数科授業づくり講座」拠点校である潮江南小学校では，研究主題を「生きてはたらく言語能力の育成～より

深く思考する姿を目指して～」とし，人間関係づくりと学力向上の基盤に，授業改善と児童理解の両輪を働かせながら，次の

視点を大切にして意図的・組織的に授業づくりに取り組んでいます。

① 学習のゴールから深い学びを描く→ゴールから描く単元構想

② 学びの系統性を意識した授業づくり→数学的活動の充実及び系統性を意識した見方・考え方の明確化

テーマを「数学的活動の充実～見方・考え方を軸にした学びをつくる～」とし，算数の本質を追究し，資質・
能力の育成を目指す算数科の授業づくりについて，拠点校の授業提案を基に，授業づくりについて学び合います。

授業研究部長

畠山 佳之 先生

Ⅰ 授業づくりの方向性
【学校】

【本講座】

Ⅲ 授業研究会・第２学年（12月10日）

目標
図形を弁別したりかいたりする活動を通して，三角形，四角形についての意味理解を深める。

重視する数学的活動

算数の学習場面から見いだした算数の問題を具体物，図，数，式などを用いて解決し，結果を確かめる活動。

第２学年「さんかくやしかくの形をしらべよう」 （本時３/10）

さんかくっぽいけ
ど，三角形じゃな
いのかな。

あれっ。みんな
分け方がバラ
バラだよ。

3本の直線で囲まれ
ていないから，三角形
じゃないんだね。

直線の数と囲まれて
いるかに注目すると
はっきり分かるよ。

【単元構想】

学年団 橋本 歩夢 先生

Ⅸ 講話(島根県立大学教授・高知県教育委員会教育課程推進専門官

齊藤 一弥 氏）

②生活知を学習知へつなぐ
1年生の折り紙を折るなどの活動のなかで，児童が無自覚的に経験として得た知識を
数学的に自覚化できるようにすることが大切である。直角がもっている働きや必要性，
よさに関心をもち，「直角が二つ並ぶと直線になる」などと，既得の内容と関連付け
て説明することで意味的理解が高められるようにすることが重要である。

①事象とのかかわり方を鍛える
単元の入り口では，「さん
かく」「しかく」の差異を問
い，子供のもっている生活知
や学習知から学びを展開して
いく。似ているところ・違う
ところの様々な要素を取り上
げながら具体を捨象し，図形
の構成要素（頂点・辺）に着
目していくようにする。児童
のなかにある見方・考え方を
顕在化させながら，児童が事
象とのかかわり方を学んでい
くようにすることが大切であ
る。

Ⅱ 教材研究会・第２学年（11月19日）

【ゴールで期待する児童の姿】

言葉だけでなく，実感的に理解できるように，表現
と操作を行き来させる単元づくりを心掛けました。

直線で囲まれていないから，

四角形ではありません。

授業者 西川 幸佑 先生

【授業実践から】

単元を通して，図形の見方と根拠を
明らかにして説明する力を伸ばした
いと思います。



第５学年「四角形と三角形の面積」

Ⅵ 教材研究会・第５学年（11月19日）

・図形の構成要素やその関係に着目し，面積の求め方を考えることが
できる。
・求積の公式の意味に着目し，図形の面積を決める構成要素を見いだ
すことができる。

【ゴールで期待する
児童の姿】

【単元計画】

授業者

井上 布久美 先生

学年団

畠山 佳之 先生

Ⅶ 授業研究会・第５学年（12月10日）
第５学年「四角形と三角形の面積」 （本時９/11）
目標
ひし形の性質に着目し，面積を求める公式を考え説明することができる。
重視する数学的活動
問題解決の過程や結果を，図や式などを用いて数学的に表現し伝え合う活動

ひし形を対角線で
分ければ，2つの
三角形がみえるよ。

Ⅸ 講話（島根県立大学教授・高知県教育委員会教育課程推進専門官

齊藤 一弥 氏）

①なぜ，図形の計量は，図形領域なのか？
図形領域では，図形を構成する要素に着目し，図
形の性質を考察することを基本的な考え方として
いる。図形の計量が図形領域に位置付けてられて
いるのは，図形の計量を通して，基本図形を理解
していることや図形の性質を用いて考察すること
につながっているためである。ひし形においては，
対角線を使って求積することに価値があり，答え
を求めることよりも，求積の仕方を考察すること
が大切である。求積には，「何を用いるか」「い
かに用いるか」が重要である。

どの求め方も2本
の対角線を使って
求めているよ。公
式が作れないかな。

これまでに習った
図形に形を変えて
考えてみよう。

たこ形にも垂直に
交わった対角線が
あるよ。ひし形の公
式が使えそうだ。

【単元構想】

②上学年の素地（対称性）を培う
ひし形には対角線を境に同じ三角形（合同）が二つ見える。このことから三角形の求積には
対角線の長さが分かればよい。すなわち，対角線が決まれば面積が決まる。用いるものは対
角線。用い方は対角線を底辺と高さとして用いる。何をつなげば求められるのか。このよう
な考え方が重要である。

図形を構成する要素，それらの位置関係や図形間の関係などに着目して図形を捉え，既習の求積可能な図形の面積の求め方
を基に考えたり，統合的発展的に考えたりする。

数学的な
見方・考え方

タブレットを操作しなが
ら，求積可能な図形と
ひし形の関連を見いだ
していく。

図と式を対応させなが
らひし形のどこの長さを
使って求めているかを
考える。

求積可能な基本図形に着目し，面積
の求め方を見いだす

ひし形を観察し，図形内の
図形間の関係に着目する

見い出したひし形の求積公式を
適用して，他の図形を考察する

単元を通して，これまで身に
つけてきた基本図形の見方を
働かせて，公式を作り出して
いこうとする態度を育みたい
と思います。

図形の理解を深めるために，
基本図形の定義や性質を見直
し，既習事項を活用しながら，
より簡潔な求積方法を考察す
る数学的活動にしたいです。



【単元計画】

Ⅶ 授業研究会・第６学年（12月10日）
第６学年「並べ方と組み合わせ方」 （本時６/７）

目標
じゃんけんの勝敗を数理的に捉え，観点を整理しながら人数が増えるごとの起こりうる場合
の数について考察したり，その結果を基に生活場面と関連付けたりすることができる。
重視する数学的活動
日常の事象を数理的に捉え問題を見いだして解決し，解決過程を振り返り，結果や方法を改善したり，日常生活

等に生かしたりする活動

樹形図で表してみ
よう。勝ちと負けと
あいこがあるよ。

Ⅸ 講話（島根県立大学教授・高知県教育委員会教育課程推進専門官

齊藤 一弥 氏）

4人になったら勝て
る場合が変わった
よ。樹形図では，あ
いこの数が…。

２人から，３人に増
えると勝てる場合が
少なくなるはず・・・。

人数が増えたら勝
負がつきにくいのは，
あいこの数に秘密
があるのかな。

【単元構想】

参観者より

数学的な
見方・考え方

日常の事象の特徴に着目して，順序よく整理する観点を決めて，落ちや重なりなく調べる方法を考えたり，順序よく筋道立てて考えたり
する。

授業者

岩田 未来 先生
第６学年「並べ方と組み合わせ方」

学年団

松岡 謙 先生

・落ちや重なりがないように図や表を適切に用いたり，名称を記号化し

て端的に表したりすることができる。

・規則に従って正しく並べたり，整理して見やすくしたりする観点を決

めて，起こり得る全ての場合を明らかにする方法を考えることができる。

・何を固定して（起点として）考えるのか，どのような条件設定なのか

を自ら選択・判断し，問題解決に取り組むことができる。

・結果や過程を振り返り，気づいたよさを学習や生活に生かそうとする

ことができる。

単元を通して，場合の数
を表現処理した後，「〇
〇だったら…」と，児童
が思考し続ける場面を仕
組み，統合的・発展的に
考えられる力を育みたい
と思います。

Ⅵ 教材研究会・第６学年（11月19日）

【ゴールで期待する
児童の姿】

②いかなる思考を習慣化するか？
2人の場合をもとにして，3人の結果を考察していくなかで，「何が見えるか」「同じ考えが使えないか」
と記号化された表記に焦点をあて，表現・処理したことを振り返るようにする。そして，それらがどのよう
な構造になっているかを統合的に考えるとともに，さらに４人の場合ではと，発展的に考察する考え方を育
んでいく思考過程を大切にする。

①数学らしい思考表現とは？
単元終盤の学習において，効率的かつ確実な
処理を追究することが大切である。そのため
の数学らしい表現として，事象を記号化（数
値化）して表現することがある。本事例では，
じゃんけんの人数を２人から3人に増やして
考えていく際に「同じことがいえるかな」と，
２人の場合に見いだしたことをもとに演繹的
に考えていくことが大切である。併せて，記
号化したものを考察する際には，グーの結果
で明らかになった結果を，チョキ・パーにお
いて類推的に考えていくことも大切である。

○ご講話から，教材研究の難しさとともに楽しさを感じさせていただきました。自校では国語科を研究しています
が，単元のゴールから授業を構想すること，教科の本質に迫る授業づくりをすることは共通しているのではない
かと思いました。そのためにさらに学習指導要領を読み込み，授業づくりに活用していきたいと思います。

○講話のなかで，「既得の知識と関連付けて説明できること」「上学年へ向けて学びの素地を育てていくこと」
を大事に，既習をもとに未習に取り組んでいける連続性のある学びのスタイルを，１～６年生まで貫いていけ
るように，学んだことを校内研修に生かしていきたいと思います。

記号化や固定化を使って，
樹形図に整理していく。

それぞれの起こりうる場
合を比較しながら，じゃ
んけんの特徴を考える。

じゃんけんの特徴を捉え，起こりうる
場合を整理する方法を見いだす

表現処理したことを振り返り
統合的に考える

落ちや重なりがないように既習の
考え方を用いて筋道立てて考える

事象を観察し，落ちや重
なりなく調べる活動を通
して論理的に考え，起こ
りうる場合を図や表を用
いて明らかにしていく活
動を大切にしていきたい
と思います。


